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品
川
ω
ヴ
)
を
参
期
さ
れ
た
い
。
本

主
と
し
て
、
抄
中
に
引
か
れ
た

て
い
る
五
山
憎
の
諸
家
に
注
問
し
、
そ
れ

"
と
き
る
眼
ち
明
記
し
て
、
幻
世
間
抄
を
解
説
す
る
際
の
手
が
か
り
に
な

る
よ
う
っ
と
め
る
。
な
お
、
翻
刻
・
校
注
上
の
諸
事
項
に
つ
い
て
は
、

前
記
の
二
稿
に
詳
し
い
が
、
要
点
ま
た
前
記
の
ニ
塙
に
お
い
て
説
明
'
し

い
な
い
事
項
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。

翻
刻
の
範
囲
を
底
本
の
…
七
二
頁
か
ら
一
八
朗
頁
と
す
る
の

基
本
的
に
、
原
典
チ
キ
ス
ト
が
写
さ
れ
た
方
形
の
枠
線
の
掻
に

置
か
れ
て
い
る
抄
文
の
部
分
を
額
刻
の
対
象
と
す
る
。
若
干
、
そ

の
枠
議
内
及
び
枠
線
外
の
問
辺
に
書
き
込
ん
だ
小
文
字
書
き
の

抄
文
が
存
在
す
る
が
、
影
印
本
で
判
読
し
に
く
い
器
所
が
多
い
た

め
、
本
棋
で
は
翻
刻
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
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第
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の

鴻
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は
、
若
干
あ
り
、
の

返
り
い
均
一
2
Y

二

・

二

点
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そ

れ

ぞ

れ

レ

」
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(
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一

の

よ
う
は
記
す

G

な
お
、
若
干
、
「
又
お
技
士
〕
践
者
ヲ
モ
」
(
一

七
阻
出
)
や
「
有
(
一
戸
線
(
鼠
〔
レ
〕
年
」
(
一
七
六

3
と
あ

る
よ
う
に
、
一
点
の
み
ま
た
は
二
点
の
み
で
、
片
完
が
、
落
と
さ

れ
て
い
る
か
不
鮮
明
で
雑
誌
で
き
な
い
よ
う
な
場
合
が
あ
る
。
底

本
の
通
れ
ノ
に
山
与
す
む

転
倒
符
、
書
入
れ
指
示
、
挿
入
符
に
つ
い
て
は
再
現
で
き
ず
、

一
}
内
に
お
い
て
説
明
す
る
。

晃
せ
出
に
つ
い
て
は
盤
で
ポ
し
、
…
}
内
に
お
い
て
説
明
す
る

こ
と
が
あ
る
c

そ
の
他

哀
数
は
底
本
の
そ
れ
に
従
い
、
謀
数
字
で
記
す
。
ま
た
、
あ

ら
た
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
行
数
を
記
ず
。

句
読
点
は
特
に
つ
け
ず
、
成
十
本
の
朱
点
に
よ
り
一
文
字
分
を

あ
け
る
こ
と
と
す
る
。
主
お
、
舷
損
や
忠
一
一
円
れ
、
ま
た
は
不
鮮
明

で
あ
る
た
め
、
判
明
で
き
な
い
場
合
に
、
校
註
者
の
判
断
に
よ
る
。

漢
字
や
仮
名
に
つ
い
て
、
破
損
や
一
塁
汚
れ
、
ま
た
は
不
鮮
明

で
あ
る
た
め
、
判
読
で
き
な
い
場
含
に
、
口
で
一
不
す
。
詑
制
さ
れ

る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
口
の
引
に
入
れ
る
。

の
能
の
説
明
事
項
が
あ
れ
ば
、
{
}
の
内
に
記
す
c
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